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今月の表紙「三ツ島を望む秋の夕暮れ」

広報あしきた　11 月号

刻一刻と変化していく秋の夕暮れを、広域農道
七浦オレンジロード付近から撮影しました。み
かん山では甘夏が色づき始めていました。
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人口のうごき（H27.11. １現在）（　）内は前月比

ハワイ島熊本同志会の代表が来町
ようこそ芦北町へ

　

熊
本
県
か
ら
の
日
系
移
民
で
つ
く

る
ハ
ワ
イ
島
熊
本
同
志
会
（
県
人

会
）
の
代
表
ド
ウ
ェ
イ
ン
・
ム
カ
イ

氏
と
呉
屋
重
人
・
ト
ー
マ
ス
氏
が
10

月
28
日
に
芦
北
町
を
訪
れ
、
竹
﨑
町

長
を
表
敬
し
ま
し
た
。

　

本
町
と
ハ
ワ
イ
と
の
交
流
は
２
０

１
３
年
に
海
王
塾
と
葦
北
鉄
砲
隊
を

中
心
と
し
た
ハ
ワ
イ
派
遣
団
が
重
枝

豊
英
ホ
ノ
ル
ル
総
領
事
（
現
リ
ト
ア

ニ
ア
大
使
）
と
面
談
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。
重
枝
総
領
事
が
昨
年
本

町
を
訪
れ
て
行
っ
た
講
演
会
で
、
ハ

ワ
イ
の
日
系
社
会
と
の
交
流
を
勧
め

ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
今
回

の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

佐
敷
城
跡
で
サ
プ
ラ
イ
ズ

　

代
表
ら
は
表
敬
後
に
訪
れ
た
佐
敷

城
跡
で
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
お
も
て
な

し
と
し
て
古
儀
茶
道
薮
内
流
芦
北
稽

古
場
の
皆
さ
ん
に
よ
る
野
点
（
の
だ

て
）
や
葦
北
鉄
砲
隊
演
武
、
海
王
塾

の
空
手
演
武
な
ど
を
見
学
。
ム
カ
イ

氏
は
「
こ
こ
は
私
の
ふ
る
さ
と
で

す
」
と
温
か
い
歓
迎
を
喜
び
ま
し
た
。

　

▶︎
竹
﨑
町
長
を
表
敬
し
た
ド
ウ
ェ
イ
ン
・
ム
カ
イ
氏

▶︎
佐
敷
城
跡
で
行
わ
れ
た
野
点

人 口　　　１８，５００人　  （−２７）
男 　　　　８，７１１人　  （−　５）
女 　　　　９，７８９人　  （−２２）

65 歳以上　　　　７，２７２人　  （＋　２）
世 帯 数　　　　７，４４３世帯（−　３）

　

あ
し
き
た
障
が
い
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
10
月
24
日
、
し
ろ
や
ま
ス

カ
イ
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
生
き
て
い
る
喜
び
」
と
題
し
て

柳
岡
克
子
（
や
な
お
か　
よ
し
こ
）
さ
ん
が
講
演
し
、
命
の
大
切
さ

に
つ
い
て
自
身
の
体
験
を
交
え
て
話
し
ま
し
た
。
柳
岡
さ
ん
は
生
ま

れ
つ
き
手
足
が
不
自
由
で
し
た
が
、
持
ち
前
の
明
る
さ
と
周
囲
の
支

え
に
よ
り
健
常
児
と
と
も
に
学
校
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
社
会
人
に

な
り
卓
球
に
出
合
い
練
習
に
打
ち
込
ん
だ
こ
と
や
病
気
に
な
っ
た
体

験
な
ど
会
場
を
訪
れ
た
２
５
０
人
の
観
客
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
験
が
あ
り
、
多

く
の
人
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
や
卓
球
バ
レ
ー
な
ど
障

が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

あ
し
き
た
障
が
い
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
行
う
ビ
ー
チ
サ

ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
10
月
17
日
、
18
日

の
両
日
、
芦
北
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ビ
ー
チ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
元

山
秀
志
会
長
）
と
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
協

力
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
九
州
で
は
唯
一

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
17
日
は
小
学
生

を
対
象
に
、
18
日
は
一
般
を
対
象
と
し
、

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
の
講
義
と
実
技
を
指
導

し
ま
し
た
。

　

指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
出
身

で
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
マ
ル
セ

ロ
・
メ
ン
デ
ス
監
督
で
す
。
監
督
は
ビ
ー

チ
サ
ッ
カ
ー
の
経
験
が
少
な
い
小
学
生
に

も
熱
心
に
指
導
し
、「
ト
ラ
イ
、
ト
ラ
イ
」

と
積
極
的
な
プ
レ
ー
を
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。

　

週
末
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
て
く
れ
た
こ
と
を
、
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
ビ
ー
チ
で
プ
レ
ー

し
た
こ
と
が
無
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
彼
ら
が
今
回
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
楽
し
ん
で
く
れ
、
今
後

も
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
を
少
し
で
も
続
け

て
く
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

可
能
性
に
満
ち
た
子
ど
も
た
ち
は
ビ

ー
チ
サ
ッ
カ
ー
の
未
来
そ
の
も
の
で
す
。

彼
ら
の
中
か
ら
、
全
国
大
会
で
プ
レ
ー

す
る
選
手
や
、
日
本
代
表
に
選
ば
れ
る

選
手
が
出
て
く
る
の
を
、
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

ビーチサッカー
日本代表監督が熱血指導

マ
ル
セ
ロ
監
督
の
コ
メ
ン
ト

田
村
響
く
ん
世
界
に
挑
戦

第
9
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
＆
カ
デ
ッ
ト

21
ア
ン
ダ
ー
空
手
道
選
手
権
大
会

11
月
12
日
〜
15
日

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
市

田村　響くん

個
人
組
手
63
キ
ロ
以
下
級

《
期
日
》

《
場
所
》

（佐敷中 3 年）

ビーチサッカー日本代表監督が熱血指導

/田村響くん世界に挑戦

ハワイ島熊本同志会の代表が来町

/あしきた障がい福祉フォーラム

フォトリポート町民体育祭

まちのわだい

保育所入所申込みに関するお知らせ

保健センターだより

マイナンバー通知カード

警察署/消防署

イベントカレンダー

芦北町職員の給与と定員管理

固定資産税に関する届出を

芦北に残る文化遺産

/水銀体温計・血圧計を回収します

お知らせ

高齢者や障害者への虐待をなくそう

「七夕文様帷子」再現作品披露

/祝 100歳 /老人クラブ連合会表彰

/絵手紙/トールペイント

書道

/観月会短歌・俳句コンテスト作品

/出生・おくやみ

黒木幹子さん絵画公募展で受賞

/岡田尚大さん国体で準優勝

/星野富弘美術館だより

▶︎
講
演
す
る
柳
岡
克
子
さ
ん

▶︎
卓
球
バ
レ
ー
を
楽
し
む
参
加
者

2015．11 2広報あしきた



　

平
成
二
十
七
年
度
町
民
体
育
祭
陸
上
競
技
大
会
が
10
月
11
日
、
地
域
間
交
流
ス

ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
佐
敷
西
体
協
が
優
勝
し
、
総
合
優
勝
も
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
田
浦
南
部

体
協
が
躍
進
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
陸
上
競
技
大
会
と
あ
っ
て
、
選
手
・
観
客
と
も
に
大
き

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

フォトリポート町
民
体
育
祭
陸
上
競
技
大
会

平
成
二
十
七
年
度
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ま ち の わ だ い まちのわだいまちのわだい
　

今
年
度
開
通
予
定
の
南
九
州
西
回
り
自

動
車
道
芦
北
～
津
奈
木
Ｉ
Ｃ
間
に
あ
る
湯

浦
温
泉
大
橋
（
全
長
４
０
０
㍍
）
で
、
10

月
17
日
、
橋
名
板
設
置
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

橋
名
板
の
題
字
は
湯
浦
中
学
校
の
生
徒

か
ら
募
集
し
た
も
の
で
、
式
で
は
橋
名
板

の
お
披
露
目
と
設
置
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

橋
名
板
の
文
字
を
書
い
た
藪
下
里
歩
さ
ん

と
橋
本
霞
美
さ
ん
は
「
ま
さ
か
選
ば
れ
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
嬉
し
い
」
と
話
し

　芦北町の見守りネットワーク活動に協力する団体への
見守り用品の交付式が 10月 26日、芦北町役場で行われま
した。見守り用品を交付されたのは、今年 3月に町と見守
りに関する協定を結んだ５事業者と、新たに取り組みを
始める 5行政区の区長です。
　この活動は高齢者や障害者などに日頃から声かけなど
を行い、異変に気付いた時はいち早く関係機関に相談す
るなど地域全体で見守りを行う活動です。

地域みんなで見守ります

佐敷宿交流館桝屋で行われたまちあかりアート

ま
ち
か
ど
ス
ナ
ッ
プ

　10 月 23 日、米田にある元村深雪さん（湯浦北）所有の
果樹園で湯浦小の 1、2 年生が芦北特産の柿「太秋」の収
穫を体験しました。ＪＡあしきたの指導員が収穫の仕方を
教えると、児童たちは自分たちの顔の大きさほどもある柿
を丁寧に収穫しました。児童たちが収穫後に試食すると太
秋を初めて口にする児童も多く「甘い」「おいしい」と声
があがりました。今年は台風の影響で例年の半分ほどの収
量しかないということですが、元村さんは「毎年子どもた
ちに収穫体験をしてもらうことが私の喜びです」と話しま
した。

小学生が太秋の収穫体験

見守り用品の帽子とステッカーを交付しました

太秋を収穫する児童

芦北町国際交流まつりで行われた世界のグルメコーナー
元国際交流員の景さんも ” 里帰り ” してくれました

　地域のありのままの風景を楽しみながら歩くフットパ
スで町を盛り上げようと、町内でコースづくりが行われ
ています。10 月 17 日には、古石地区でフットパス芦北

（佐藤圭吾代表）と地元の古石緑創会（森下博美会長）
のメンバーらがコースマップ作成のための下見を行いま
した。メンバーらは地元の人たちと談笑したり風景を見
たりしながら地域の魅力を確認していました。佐藤代表
は「古石地区を皮切りに町内３カ所程度のコースを開拓
したい」と話していました。 古石地区の小径（こみち）を歩くフットパス芦北メン

バー

JICA九州所長が芦高で講演

芦北高校で講演する井﨑所長

　芦北高校で 10 月 27 日、国際協力機構九州国際セン
ター（JICA 九州）の井﨑宏所長が国際協力についての
講演を行いました。この講演は町国際交流協会が同校に
呼びかけたもので、全校生徒約 200 人が参加しました。
　井﨑所長は前の任地で JICA カンボジア事務所に赴任
しており、現地の情報を交えながら、青年海外協力隊な
ど私たちに身近な国際協力の取り組みについて語りかけ
ました。井﨑所長は「若い人たちが国際協力に目を向け
るひとつのきっかけになれば」と話しました。

フットパスで地域おこし

計石保育園児と思いやりの心を育む活動を行っている
人権擁護委員の皆さん

完
成
間
近
の
芦
北
〜
津
奈
木
間

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
に
子
ど
も
た
ち
の

作
品
を
設
置

ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
30
日
に
は
湯
治
ト
ン
ネ
ル

（
全
長
１
１
６
０
㍍
）
で
、
佐
敷
小
学
校

６
年
生
に
よ
る
タ
イ
ル
の
設
置
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
佐
敷
小
学
校
の
児
童
が
事
前
に

お
絵
か
き
し
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
設
置
さ
れ

た
60
枚
の
タ
イ
ル
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
た
ち
は
未
完
成
部
分
の
ト

ン
ネ
ル
タ
イ
ル
の
貼
り
付
け
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

ＮＰＯ法人ばらん家の利用者と育児園すくすくの園
児たちが芋掘りで交流。大きなおイモがとれました。

橋名板の題字を書いた藪下さん（写真左）と橋本さん

お披露目されたタイルとタイルを貼る小学生（提供写真）
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保
育
所
入
所
申
込
み
に
関
す
る

お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
度
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
制
度
で
は
、
新
た
に
保
育
所
の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
保
育
所
の
入
所
申
込

み
と
併
せ
て
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

継
続
利
用
の
場
合
は
入
所
申
込
み
の
際
に
、
保
育
の
必
要
性
の
現
況
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
受
付
期
間  

11
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
12
月
４
日
（
金
）

◆
提
出
先　

福
祉
課
、
田
浦
基
幹
支
所
、

　
　
　
　
　

 

各
保
育
所

◆
提
出
書
類　
（
表
１
）の
と
お
り

◆
保
育
所
・
定
員　
（
表
２
）の
と
お
り

◆
そ
の
他

①
保
育
所
入
所
に
つ
い
て
は
毎
年
度
申
込

　

み
が
必
要
で
す
。

②
年
度
途
中
入
所
の
申
込
み
も
受
け
付
け

　

ま
す
。

③
町
外
の
保
育
所
の
利
用
を
希
望
す
る
場

　

合
も
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

④
入
所
受
付
年
齢
は
町
内
全
て
の
保
育
所

　

で
「
生
後
３
カ
月
か
ら
就
学
前
ま
で
」

　

で
す
。

⑤
定
員
を
上
回
る
入
所
希
望
が
あ
っ
た
場

　

合
は
、
保
育
の
必
要
度
な
ど
に
応
じ
て

　

利
用
調
整
を
行
い
ま
す
。

提出書類 備　考

1 支給認定申請書
（入所申込兼用）

申請書は役場福祉課、田浦基幹支所、各保育
所にあります。

2
保 育 を 必 要 と す る 事 由

（表３）に該当すること
を証明する書類

就労証明書、母子手帳、医師の診断書、在学
証明書など

設置主体 保育所 定員

社会福祉法人　同朋会 淳光育児園 110 人

社会福祉法人　将友会 芦北保育園 90 人

社会福祉法人　将友会 計石保育園 60 人

社会福祉法人　将友会 湯浦保育園 130 人

社会福祉法人　将友会 大野保育園 40 人

社会福祉法人　千隆福祉会 吉尾保育園 20 人

社会福祉法人　千隆福祉会 田浦保育園 100 人

新制度では毎年９月が保育料の切り替え時期です。

前々年の所得状況
（前年度の町民税額）に基づき算定

平成 28 年度の保育料の算定は次のようになります。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

４月分〜８月分

９月分〜３月分

平成 26 年の所得状況（平成 27 年度市町村民税額）を基に算定

平成 27 年の所得状況（平成 28 年度市町村民税額）を基に算定

前年の所得状況
（当年度の町民税額）に基づき算定

　保育料について

平
成
28
年
度

◎（表１）提出書類

◎（表２）保育所

①就労（月 48 時間以上）
②妊娠・出産
③保護者の疾病、障害
④介護または看護
⑤求職活動（起業準備含む）
⑥就学（職業訓練校などを含む）
⑦虐待や DV のおそれがある
⑧産休・育休中の継続利用
⑨災害復旧　　など

◎（表３）
　保育を必要とする事由

※未申告・転入などの事情により、住民税を確認できる書類の提出を求める場
　合があります。

＊問い合わせ先　福祉課　児童家庭福祉係　☎︎（８２）２５１１（内線１５１）

　

私
た
ち
の
体
に
は
見
え
な
い
時
計
が
備

わ
っ
て
い
て
、
朝
に
な
れ
ば
目
が
覚
め
、

夜
は
１
日
の
疲
れ
を
癒
す
た
め
に
眠
り
ま

す
。
た
と
え
目
覚
ま
し
時
計
が
鳴
ら
な
く

て
も
、
体
の
中
の
「
体
内
時
計
」
に
よ
っ

て
自
然
に
こ
の
よ
う
な
流
れ
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
１
日
24
時
間
で
社
会
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
が
、
体
内
時
計
は
少
し
長
い

25
時
間
で
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
周
リ
ズ

ム
の
１
時
間
の
ズ
レ
は
「
朝
食
」
と
「
朝

日
」
で
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

④体幹のストレッチ
腹筋や背筋などの胴体部分の筋肉を伸ばし、
姿勢や腰痛、肩こりの改善につながります。

両
肩
に
手
を
あ
て

　

食
事
の
時
間
は
、
朝
食
か
ら
夕

食
が
12
時
間
で
収
ま
っ
て
い
る
の

が
理
想
的
で
す
。
生
体
リ
ズ
ム
が

乱
れ
て
代
謝
が
ス
ム
ー
ズ
で
な
い

人
の
場
合
、
12
時
間
を
意
識
し
て

食
事
を
す
る
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
夜
遅
い
時
間

の
食
事
は
脂
肪
と
し
て
蓄
積
さ
れ
や
す
く

な
る
た
め
、
夕
食
は
就
寝
の
２
～
３
時
間

前
に
軽
め
に
と
る
と
い
う
の
が
お
す
す
め

で
す
。

　

朝
：
昼
：
夜
の
食
事
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

理
想
的
な
配
分
は
、
３
：
３
：
４
で
す
。

　

食
べ
る
速
度
も
肥
満
と
密
接
に

関
係
し
て
い
ま
す
。
肥
満
者
の
60

％
が
「
早
食
い
」
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。
食
べ
始
め
て
か
ら

脳
内
の
満
腹
中
枢
が
刺
激
さ
れ
、

満
腹
を
認
識
す
る
ま
で
に
20
分
程
度
を
要

し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
と
食
べ
過
ぎ

を
防
ぎ
、
血
糖
値
の
上
昇
が
ゆ
る
や
か
に

な
り
肥
満
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

食べる時間

朝
食
を
と
る
こ
と
が
大
切

朝
食
か
ら
夕
食
ま
で
を
12
時
間

食べる速度

食べる順番

体
内
時
計
は
朝
食
と
朝
日
で
リ
セ
ッ
ト

ゆ
っ
く
り
食
べ
て
肥
満
予
防

炭
水
化
物
は
最
後
に
食
べ
る

私
た
ち
の
体
に
備
わ
る
体
内
時
計

か
ら
だ
を
左
側
に
ひ
ね
っ

て
、
元
に
戻
す

か
ら
だ
を
右
側
に
ひ
ね
っ

て
、
元
に
戻
す

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
＊
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎（
８
６
）０
２
０
０

『
出
逢
い
』
④

　

  

あ
し
き
た
健
康
体
操

 
 
 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

連載

　時間栄養学という言葉を聞いた
ことがありますか？
「時間栄養学」とは、すべての動
植物が持つ「時計遺伝子」を意識
した栄養学です。「何をどれだけ
食べるか」に加えて「いつ食べる
か」を考慮した栄養学です。
　「食べる時間」「食べる速度」

「食べる順番」をもう一度見直し
て、生活習慣病を予防しましょう。

　

朝
食
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
習
慣
の
あ
る

学
生
ほ
ど
学
力
テ
ス
ト
や
体
力
テ
ス
ト
の

結
果
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

睡
眠
中
は
体
温
を
下
げ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
代
謝
を
節
約
し
て
い
ま
す
。
朝
食
を
と

ら
な
い
と
体
は
ム
ダ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

費
し
て
は
危
険
だ
と
感
じ
て
、
そ
の
日
の

活
動
を
抑
え
よ
う
と
し
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
、
意
欲
や
活
力
、
記
憶
力
の
低
下
を
招

く
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

最
近
、
食
べ
る
順
番
を
活
用
し

た
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
血
糖
値
の

上
昇
と
関
係
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
ご
飯
よ
り
先
に
野
菜
な
ど
の

食
物
繊
維
の
多
い
も
の
を
摂
取
す
る
と
、

血
糖
値
の
急
激
な
上
昇
が
抑
え
ら
れ
肥
満

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
は
ご
飯
に

含
ま
れ
る
糖
分
が
食
物
繊
維
に
く
っ
つ
い

て
体
外
に
排
泄
さ
れ
や
す
く
な
る
か
ら
で

す
。　

時
間
栄
養
学
で
生
活
習
慣
病
予
防

保健センター　栄養士
若宮美奈子

時
間
栄
養
学
に
基
づ
く

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

時間栄養学について
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⑥通知カードは、本人確認のための身
　分証明となりますか？

通知カードは身分証明にはなりません。

Q
Ａ

通知カードには有効期限はありません
ので、大切に保管してください。なお、
通知カードは個人番号カードの交付を
受ける際に回収します。

⑤通知カードに有効期限はありますか？Q

Ａ

希望される方のみ申請してください。
個人番号カードの作成は義務ではあり
ませんが、将来的にはさまざまな使い
道が検討されています。

②個人番号カードは必ず作る必要が
　ありますか？Q

Ａ

11 月中旬から各世帯に簡易書留郵便
にて配達される予定ですが、12 月上
旬を過ぎても郵便局からのお届けがな
く、到着のお知らせ（不在票）もない
場合は、役場へご連絡ください。

①通知カードが届かないときは？Q
Ａ

通知カードは再発行できます。手数料
は 500 円です。どうしても見つから
なかった場合は役場へご相談ください。

③通知カードを紛失・破損したときは？Q
Ａ

＊問い合わせ先

転居や転入、婚姻などで、住所や氏名
などが変更となる場合は、役場住民生
活課（転入の場合は転入先）へ通知カ
ードを必ずお持ちください。

④住所や氏名が変わったときは？Q
Ａ

マイナンバーについての

　　　　　　　よくある質問 Q &Ａ

「マイナンバー通知カード」が届きます
おおむね 11 月中には

■通知カードは住民票の住所に届きます。

■届いたら、家族全員分あるか、記載内容に間違いがないか確認してください。

■希望者は個人番号カードの申請をしてください。

■通知カードは個人番号カードの受け取りに必要ですので大切に保管してください。

《通知カード、個人番号カードについて》
◎住民生活課　総合窓口係
　☎︎（８２）２５１１（内線１４４）

《マイナンバー制度全般のご相談はこちら》
　◎マイナンバー総合フリーダイヤル　
　　☎︎０１２０（９５）０１７８（無料）

民
間
事
業
者
は
行
政
手
続
き
な
ど

の
た
め
、
従
業
員
な
ど
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
取
り
扱
い
ま
す

　

事
業
者
は
、
社
会
保
険
の
手
続
や
源
泉

徴
収
票
の
作
成
な
ど
に
お
い
て
、
従
業
員

な
ど
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
を
受
け
、

書
類
な
ど
に
記
載
し
ま
す
。

　

個
人
情
報
を
守
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
範
囲
以
外
で

の
利
用
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の

管
理
に
当
た
っ
て
は
、
安
全
管
理
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
場
面
で
あ
な
た
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
い
ま
す

◎
ア
ル
バ
イ
ト
の
勤
務
先
へ

◎
奨
学
金
の
申
請
時
に
学
校
へ

◎
勤
労
学
生
控
除
の
手
続
き
時
に
勤
務
先
へ

◎
パ
ー
ト
な
ど
の
勤
務
先
へ

◎
児
童
手
当
の
申
請
時
に
役
場
へ

◎
健
康
保
険
や
雇
用
保
険
、
年
金
な
ど

　

の
手
続
き
の
際
に
勤
務
先
へ

◎
源
泉
徴
収
票
を
作
成
し
て
も
ら
う
時

　

な
ど
に
勤
務
先
へ

◎
年
金
給
付
の
手
続
き
に
年
金
事
務
所
へ

◎
福
祉
や
介
護
制
度
の
利
用
時
に
役
場
へ

◎
災
害
時
の
支
援
制
度
を
利
用
す
る
際
に

　

役
場
へ

◎
保
険
金
の
支
払
い
や
特
定
口
座
の
開
設

　

な
ど
の
手
続
き
時
に
金
融
機
関
へ

※マイナンバーを用いる手続き
では、本人確認書類による本人
確認も行うため、マイナンバー
だけでなりすましはできません。

学
生
な
ら

主
婦
や
保
護
者
な
ら

会
社
の
従
業
員
な
ら

高
齢
者
な
ら

保
険
加
入
者
な
ど

　

法
令
で
定
め
ら
れ
た
手
続
き
の
た
め
に
、
行
政
機
関
や
民
間
企
業
な
ど
へ
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
告
知
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
交
付
な
ど
の
手
続
で
、

・
国
の
関
係
省
庁
や
地
方
自
治
体
な
ど
が
、

　

口
座
番
号
や
口
座
の
暗
証
番
号
、
所
得

　

や
資
産
の
情
報
、
家
族
構
成
や
年
金
・

　

保
険
の
情
報
な
ど
を
聞
い
た
り
、
お
金

　

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
し
た
り

　

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

　

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
内
容
の
電
話
や
手
紙
、
訪
問

に
は
応
じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た

不
正
な
勧
誘
や
個
人
情
報
の
取
得

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

社会保障 税

●年金の資格取得や確認・給付

●雇用保険の資格取得や確認、給付

●医療保険の給付請求

●福祉分野の給付、生活保護　など

●税務当局に提出する確定申告書、

　届出、調書などに記載

●税務当局の内部事務　など

●被災者生活再建支援金の支給

●被災者台帳の作成事務　など　

災害対策

平成 28 年１月から　社会保障、税、災害対策の行政手続きで

マイナンバーが必要になります。　

※各分野でのマイナンバーの利
用は段階的に行われます。年金
手続きや金融機関での利用など
一部のマイナンバー利用開始時
期は未定です。
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日 月 火 水 木 金 土

19  20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

田浦子育て支援センター  行事予定（12 月）

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
　子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎︎（８７）００３４

12日（土）お楽しみ会に参加しよう
15日（火）〜18日（金）お正月の飾りを作ろう
22日（火）身体測定
25日（金）クリスマス会

11 月
芦北町イベントカレンダー

11月19日〜12月26日

図書館休館日
【社教センター】11月23日（月・祝）、12月６日（日）、23日（祝）

デコポンキッズ

（保健センター）

※日程は変更になることがあります 内は関連ページ

デコポンキッズ

（保健センター）

デコポンキッズ

（保健センター）

国際交流茶屋「世界

のキッチン」

（社会教育センター）

デコポンキッズ

（保健センター）

勤労感謝の日

認知症サポーター養

成講座

（地域活性化センター）

《芦北児童館》　クリスマスの飾り作りや飾り付け
　とき　12月５日（土）　午前11時〜
　対象　どなたでも　

《湯浦児童館》　クリスマスケーキを作ろう
　とき　12月23日（水）　午前10時〜
　対象　どなたでも　※先着40人まで 　
※児童館は児童に健全な遊び場、機会を提供し、心身と
もに豊かな発達ができるように支援する施設です。
▶利用時間　午前10時〜午後５時（月曜日休館）
＊問い合わせ先　
　芦北児童館　☎︎（８２）３０３６
　湯浦児童館　☎︎（８６）００７４　

デコポンキッズ

（保健センター）

デコポンキッズ

（保健センター）

薩摩街道歴史ふれあ

いウォーク（佐敷城

跡〜道の駅たのうら）

天皇誕生日

七浦ちびっこ相撲大

会（交流センター）

【田浦図書室】11月24日（火）、12月14日（月）

芦北駅伝大会
（女島ゆめもやい）

町福祉スポーツ大会

（しろやまスカイドーム）

小中学校終業式

　児童館からのお知らせ（12月行事）

１歳６カ月児健診

（保健センター）

高齢者用電動車いす

安全運転講習会（し

ろやまスカイドーム）

新米パパママ教室

（保健センター）

星野富弘美術館コン

サート＆講演会

（きずなの里）

３〜４カ月児健診

（保健センター）

薩摩街道歴史ふれあい

ウォーク（ヘルシーパーク

〜津奈木グリーンゲート）

芦
北
消
防
署

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

暖
房
器
具
火
災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
に
注
意
！

■
詐
欺
の
手
口

○
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

主
に
電
話
で
、
親
族
・
警
察
官
・
弁

護
士
等
に
な
り
す
ま
し
て
、
交
通
事

故
や
勤
務
先
で
の
不
祥
事
等
を
名
目

に
、
現
金
を
犯
人
の
口
座
に
振
り
込

ま
せ
て
騙
し
取
る
も
の
。

○
還
付
金
等
詐
欺

　

役
所
の
職
員
・
税
務
署
職
員
等
を

名
乗
り
電
話
を
か
け
、税
金
・
医
療
費

な
ど
の
還
付
に
必
要
な
手
続
き
を

装
っ
て
、被
害
者
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作

さ
せ
、現
金
を
騙
し
取
る
も
の
。

○
架
空
請
求
詐
欺

　

有
料
サ
イ
ト
等
の
料
金
が
未
払
い

で
あ
る
な
ど
を
口
実
と
し
て
料
金
を

ハ
ガ
キ
、メ
ー
ル
、電
話
等
で
請
求
し

て
、現
金
を
犯
人
の
口
座
に
振
り
込

ま
せ
る
な
ど
し
て
騙
し
取
る
も
の
。

○
融
資
保
証
金
詐
欺

　

融
資
保
証
金
等
の
名
目
で
、
現
金

を
犯
人
の
口
座
に
振
り
込
ま
せ
る
等

し
て
騙
し
取
る
も
の
。

○
金
融
商
品
等
取
引
を
装
っ
た
詐
欺

　

被
害
者
方
に
架
空
の
会
社
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
送
り
つ
け
、
投
資
名
目

等
で
現
金
を
騙
し
取
る
も
の
。

○
ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
法
詐
欺

　

パ
チ
ン
コ
の
必
勝
法
、
ロ
ト
６
の

当
選
番
号
を
教
え
る
な
ど
と
言
っ
て

現
金
を
騙
し
取
る
も
の
。

特
に
電
気
ス
ト
ー
ブ
は
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

火
を
使
用
し
て
お
ら
ず
一
見
す
る

と
安
全
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、高

温
の
熱
に
よ
り
火
災
が
発
生
す
る
危

険
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。石
油
ス

ト
ー
ブ
や
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
と

同
様
に
、注
意
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。使
用
し
な
い
と
き
は

ス
イ
ッ
チ
を
切
る
も
し
く
は
、コ
ン

セ
ン
ト
を
抜
く
習
慣
を
付
け
ま
し
ょ

う
。　

　

寒
く
な
る
こ
の
季
節
、
各
家
庭
で

も
暖
房
器
具
を
使
用
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
誤
っ
た
使
い
方
を
す
る
と

思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
次

の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
寒
い
冬

を
越
し
ま
し
ょ
う
！

〇
ス
ト
ー
ブ
の
上
や
こ
た
つ
の
中
で

　

洗
濯
物
を
乾
か
さ
な
い
。

〇
燃
料
給
油
を
す
る
時
は
必
ず
火
を

　

消
す
。
ま
た
、灯
油
以
外
の
燃
料

　

を
入
れ
な
い
。

〇
外
出
や
就
寝
す
る
時
は
消
火
も
し

　

く
は
、
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
。

〇
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
燃
え
や
す
い
も

　

の
や
、カ
レ
ン
ダ
ー
や
ポ
ス
タ
ー

　

な
ど
の
落
下
し
や
す
い
も
の
の
近

　

く
で
は
使
用
し
な
い
。

○
社
債
、
株
等
の
購
入
や
名
義
貸
し

を
持
ち
掛
け
る
詐
欺

　

被
害
者
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
り

付
け
、社
債
、株
な
ど
の
購
入
名
義
貸

し
を
依
頼
し
、「
名
義
貸
し
は
法
律
違

反
に
な
る
」な
ど
と
言
っ
て
、裁
判
費

用
名
目
等
で
現
金
を
騙
し
取
る
も

の
。

■
被
害
防
止
の
た
め
に

　

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
以

下
の
よ
う
な
対
策
が
有
効
で
す
。

　

・「
家
族
の
絆
」
を
強
め
る

　

・
在
宅
時
で
も
留
守
番
電
話
に
す
る

　

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
限
度
の
引
き
下
げ

　
　

を
検
討
す
る

　

・
電
話
帳
か
ら
の
電
話
番
号
の
削

　
　

除
を
検
討
す
る

　

・
お
金
を
振
り
込
ん
だ
り
す
る
時

　
　

は
必
ず
誰
か
に
相
談
す
る

　

芦
北
町
内
で
も
医
療
費
の
還
付
金
名
目
の
詐
欺
が
発
生
し
て
お
り
、

息
子
を
か
た
っ
た
不
審
電
話
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

女性のための健康

教室（きずなの里）

消費生活相談会

（役場３階会議室）

年金出張相談

（役場３階会議室）

３〜４カ月児健診

（保健センター）

３歳児健診

（保健センター）

離乳食教室

（保健センター）

まちだより
まちだより

まちだより

まちだより まちだより

人権相談

（社会教育センター）

まちだより

P18

P24

まちだより（12 月）
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芦 北 町 職 員 の
給 与 と 定 員 管 理

（４）期末手当・勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225 月 0.75 月

12 月期 1.375 月 0.75 月

計 2.60 月 1.5 月

職務階級加算 役職加算　5％〜 15％

（５）退職手当

支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分

勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分

勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分

最高限度額 49.59 月分 49.59 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特別措置
（2％〜 45％）

（６）その他の手当

手当名 内容および支給単価

扶養手当
配偶者　13,000 円　　
その他の扶養親族　6,500 円

住居手当
借家の場合
家賃に応じて 27,000 円を限度に支給

通勤手当
自動車の場合
距離に応じて 2,000 円〜 31,600 円

管理職手当 41,600 円〜 62,300 円

特殊勤務手当
税務手当　1,000 円〜 1,500 円／月
感染症防疫作業手当　290 円／日
行旅死亡人取扱従事手当　300 円／回

（２）利益の保護の状況（平成 26 年度）
不利益処分に関する不服申立て 0 件

勤務条件に関する措置の要求 0 件

（１）職員の福祉制度
健康保険 熊本県市町村職員共済組合

健康診断
定期健康診断（人間ドック受診者を除く全職員）

人間ドック受診

職員の福祉および利益の保護の状況

　初任者研修、入庁３年目未満研修、総務省自治大学校研修、県派遣による研修などを実施し、職員の職務遂行能力の
向上を図りました。
　職員の人材育成を目的として、管理職の適切な指導および助言による人事評価を行いました。

職員の研修および勤務成績の評定の状況（平成 26年度）

　職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力を挙げて職務に専念しなければいけません。職務の遂行
に当たって職員が守るべき義務は、次のとおりです。
　①法令等および上司の職務上の命令に従う義務　②信用失墜行為の禁止　③秘密を守る義務
　④職務に専念する義務　⑤政治的行為の制限　⑥争議行為等の禁止　⑦営利企業等の従事制限

職員の服務の状況

勤務時間 休憩時間 週休日

午前８時 30 分〜午後５時 15 分 正午〜午後１時 土曜日、日曜日

降任 免職 休職 降給 計

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

職員の分限および懲戒処分の状況（平成 26年度）

（２）部門別職員数の状況

　　　　 　区分

　部門

職員数
増減と主な理由

26 年度 27 年度

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農林水産
商 工
土 木

3 人
68 人
16 人
30 人
16 人
20 人

9 人
21 人

3 人
69 人
16 人
17 人
15 人
20 人
10 人
21 人

小　計 183 人 171 人

  教育部門 27 人 30 人
水 道
下 水 道
そ の 他

7 人
2 人

14 人

7 人
2 人

14 人

小　計 23 人 23 人

合　計 233 人 224 人

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 255,900 円 317,900 円 333,200 円

高校卒 218,800 円 267,700 円 314,600 円

技能労務職
高校卒 ー ー 255,600 円

中学卒 ー ー ー

（２）職員の初任給の状況
区分 初任給

一般行政職
大学卒 174,705 円

高校卒 142,512 円

技能労務職
大学卒 ー

高校卒 139,904 円

（１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
区分 一般行政職 技能労務職

平均年齢 41.8 歳 42.3 歳

平均給料月額 301,200 円 240,800 円

平均給与月額 345,600 円 275,800 円

( 注 ) １「平均給料月額」とは、平成 27 年４月１日現在における職種ごとの　
　　　　職員の基本給の平均です。
　　  ２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、
　　　　時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。

（３）一般行政職の級別職員数等の状況
区分 １級 ２級 ３級

標準的な
職務内容

主事
技師

主事
技師

参事

職員数 27 人 26 人 46 人

区分 ４級 ５級 ６級
標準的な
職務内容

係長
課長補佐

主幹
課長

審議員

職員数 38 人 24 人 16 人

職員の給与に関する状況

戒告 減給 停職 免職 計

１人 ０人 ０人 ０人 １人

（１）分限処分 （２）懲戒処分

（１）職員数に関する状況
H26.4.1 退職 採用 H27.4.1 

233 人 14 人 ５人 224 人

職員の任免および職員数に関する状況

　職員の給与の実態と定員管理について町民の皆さんの理
解を深めてもらうために、その主な内容をお知らせします。
＊問い合わせ先
　総務課　総務係  ☎︎（８２）２５１１（内線２１４）

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
等

ー１（退職不補充）

ー 13（保育所民間移譲）

＋３ （業務の増）

＋ 1（業務の増）

＋ 1（地域資源開発係新設）

ー 12

ー９

( 注 ) 該当のない欄および対象となる職員が一人または二人の場合は「ー」と表示しています。



2015．11 162015．11広報あしきた　17 広報あしきた

芦
北
町
指
定
天
然
記
念
物
　

昭
和
54 

年
３
月
20
日
指
定

54

海
浦
阿
蘇
神
社
の
ク
ス
ノ
キ

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

　

平
成
20
年
に
海
浦
小
学
校
が
閉
校

し
、
今
で
は
境
内
で
遊
ぶ
子
ど
も
を
見

か
け
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
例
年
11
月
3
日
に
行
わ
れ
る
海
浦

阿
蘇
神
社
の
お
祭
り
で
は
、
地
区
を
挙

げ
て
し
め
縄
の
準
備
や
境
内
の
掃
除
が

行
わ
れ
ま
す
。
海
浦
の
歴
史
を
見
守
っ

て
き
た
ク
ス
ノ
キ
と
神
社
を
大
切
に
す

る
住
民
の
気
持
ち
は
、
し
っ
か
り
受
け

継
が
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
海
浦
阿
蘇
神

社
の
ク
ス
ノ
キ
で
す
。
国
道
３
号
線
を

佐
敷
か
ら
田
浦
に
向
か
っ
て
、
佐
敷
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
左
手
に
道
路
に
は

み
出
る
ほ
ど
の
大
き
な
ク
ス
ノ
キ
が
見

え
て
き
ま
す
。
平
成
25
年
に
は
通
行
の

障
害
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
部
枝

の
伐
採
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ス
ノ
キ
は
、
主
に
本
州
西
部
の
太

平
洋
側
〜
九
州
に
分
布
し
て
い
ま
す

が
、
特
に
九
州
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

巨
木
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
御
神
木
と

な
っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

海
浦
阿
蘇
神
社
の
ク
ス
ノ
キ
も
御
神

木
と
し
て
大
事
に
さ
れ
、
樹
齢
３
０
０

年
以
上
（
推
定
）、
幹
周
り
７
・
５
㍍
、

高
さ
20
㍍
に
も
な
り
ま
す
。
周
辺
の
道

路
工
事
の
際
に
、
周
囲
を
１
・
５
㍍
ほ

ど
埋
め
立
て
し
て
い
る
た
め
、
以
前
は

も
っ
と
大
き
く
見
え
た
は
ず
で
す
。
公

園
の
な
か
っ
た
海
浦
地
区
で
は
、
ク
ス

ノ
キ
に
登
っ
た
り
、
そ
の
空
洞
で
か
く

れ
ん
ぼ
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
格
好

の
遊
び
場
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
夏
場
は
ク
ス
ノ
キ
の
つ
く
る
日

影
の
下
に
涼
み
に
来
る
な
ど
、
憩
い
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

芦北に残る文化遺産

税

　

届
出
名

　

届
出
が
必
要
な
場
合

①
建
築
届

家
屋（
住
居
・
倉
庫
・
店
舗
な
ど
）
の
新
築
・
増
築

②
解
体
届

家
屋（
住
居
・
倉
庫
・
店
舗
な
ど
）
の
解
体

③
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届
出
書

登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋
の
相
続
・
売
買

④
現
況
地
目
変
更
届

土
地
の
用
途
・
現
況
の
変
更

⑤
家
屋
用
途
変
更
届

店
舗
か
ら
住
居
に
変
更
な
ど

⑥
納
税
義
務
者
変
更
申
請
書

納
税
義
務
者
の
変
更

⑦
住
所
変
更
・
送
付
先
設
定
届
出
書

納
税
通
知
書
な
ど
送
付
先
の
変
更

⑧
納
税
管
理
人
申
告
書

町
外
に
お
住
ま
い
の
人
で
町
内
に
固
定
資
産
を
所
有

⑨
住
宅
用
地
申
告
書

田
畑
な
ど
を
宅
地
造
成
し
、
住
宅
を
建
築

⑩
共
有
代
表
者
指
定
（
変
更
）
届

共
有
名
義
の
固
定
資
産
の
代
表
者
の
指
定
・
変
更

⑪
相
続
人
代
表
者
指
定
届
出
書

相
続
人
の
代
表
者
の
指
定
・
変
更

⑫
償
却
資
産
申
告
書

償
却
資
産
を
所
有

　固定資産税は毎年 1 月 1 日現在で、土地・家屋・償却資産を所有
している人に課税されます。正確な課税を行うため下の表に該当する
事項がある人は必ず届出をお願いします。

平
成
28
年
度
の
固
定
資
産
税
は

　「
家
屋
全
棟
調
査
結
果
」
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す

　

平
成
25
年
度
か
ら
町
内
全
域
の
家
屋
全
棟
調
査
を
実
施
中
で
す
。
今
年
度
は
全
棟
調
査

で
確
認
さ
れ
た
未
評
価
家
屋
な
ど
の
課
税
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
は

こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
土
地
・
建
物
の
課
税
額
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊問い合わせ先　
　　税務課　固定資産税係　☎︎（８２）２５１１（内線１２４、１２５）

◎
固
定
資
産
税
に
関
す
る
届
出

固定資産税に関する

　　　　　　　届出をお願いします

家庭で眠っている

水銀体温計・水銀血圧計を回収します

　平成 25 年 10 月に熊本市・水俣市で開
催された国際会議で、「水銀に関する水俣
条約」が採択・署名されました。この条約
は、水銀の人為的な排出を削減し、地球的
規模の水銀汚染の防止を目指すものです。

　熊本県では、家庭で眠っている水銀製品からの水銀流出によ
る環境汚染を防止するため、現在使用されていない水銀体温計
と水銀血圧計を回収するキャンペーンを実施します。

▶対象品目　水銀体温計、水銀血圧計
　※電子式のものは対象外です。
　※事業者からの持ち込みはできません。
▶実施期間　12 月１日（火）〜 25 日（金）
　　　　　　平日 午前８時 30 分〜午後５時 15 分
▶回収場所　芦北町役場 住民生活課、田浦基幹支所、
　　　　　　大野・吉尾・湯浦の各出張所
▶回収方法　直接窓口にお持ちください。
　　　　　　くまモンのマグネットシートを差し上げます。（先着順）

＊問い合わせ先　
　住民生活課　環境対策係　☎︎（８２）２５１１（内線１４８）

12 月 1 日〜 25 日

　水銀製品は他の家庭ゴミ
と一緒に捨ててしまうと、
回収のときに割れるなどし
て水銀が環境中に放出され
るおそれがあります。

キャンペーン実施期間

家庭ゴミと一緒に捨てないで

重要なお知らせ ※
届
出
は
速
や
か
に
お
願
い
し
ま
す
。
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お 知 ら せ

　昭和 28 年から 47 年までに製造され、高濃度
の PCB を使用したトランスやコンデンサなどの
電気機器は平成 31 年３月末が処理期限です。お
持ちの場合は水俣保健所にお知らせください。
　また、同時期に製造されたテレビ、冷蔵庫、洗
濯機の一部に微量の PCB が含まれているものが
あります。廃棄する場合は清掃センターまでご相
談ください。
＊問い合わせ先　
　水俣保健所　　☎︎（６３）４１０４
　清掃センター　☎︎（８６）０２７７

PCB（ポリ塩化ビフェニル）を含んだ
電気機器を探しています

Ｐ
Ｃ
Ｂ

芦北幼稚園の一般開放「なかよし広場」事業の一
環として餅つきを行います
▶日時　12 月５日（土）午前９時〜 11 時 30 分
▶場所　芦北幼稚園
▶対象　未就園児（０〜５歳）と保護者、
　　　　地域の人どなたでも
▶持ってくるもの　エプロン、三角巾
＊問い合わせ先
　芦北幼稚園　☎︎（８７）０１０５

芦北幼稚園「餅つき」のご案内

お 知 ら せ

　熊本県最低賃金が改定されました。
▶最低賃金 時間額 694円（平成 27年 10月 17日〜）
　この最低賃金は県内すべての事業所、労働者に
　適用されます。
＊問い合わせ先
　熊本労働局　労働基準部賃金室
　☎︎０９６（３５５）３２０２

必ずチェック　最低賃金！
時間額は694円です

　江戸時代から肥後と薩摩の人、物、文化を運び、
豊臣秀吉、天璋院篤姫なども通ったという薩摩街
道。偉人たちが残した足跡をたどりながら地域の
歴史や魅力を感じてください。
▶開催日・コース
　12 月５日（土）　佐敷城跡〜道の駅たのうら
　12 月６日（日）　ヘルシーパーク芦北
　　　　　　　　　　　〜津奈木グリーンゲート
▶参加料　1000 円（小学生以下 500 円）
　　　　　※お土産、保険料込み
▶参加申込　①参加日②住所③氏名（ふりがな）
　④年齢⑤電話番号⑥緊急連絡先を記入し、ハガ
　キまたは FAX で申込
＊申込・問い合わせ先（主催：芦北地域振興局）
　〒８６０ー００１６熊本市中央区山崎町８−８
　㈱ＲＫＫメディアプランニング「薩摩街道ウォーク係」
　☎︎０９６（３５１）３８２０
　FAX ０９６（３５１）３８２６

薩摩街道ふれあいウォーク
参加者募集

募
集

　県では「塾に通うのが難しい」「勉強する習慣
を身に付けたい」など学習意欲のある子どもたち
を応援する地域の学習教室を実施しています。退
職された元教員や大学生が先生となり、教科書に
沿って学習します。
▶募集対象者　ひとり親世帯の小・中学生
▶開所日　週１回以上
　※「学習場所」「学習支援員」「子どもたち」の
　マッチングが図れた教室から順次開始。１人か
　ら開所可能
◎学習支援員と学習場所を募集
　　学習支援員として子どもたちの学習をサポー
　　トする先生と学習場所も募集します。
＊問い合わせ先
　熊本県母子寡婦福祉連合会
　☎︎０９６（３２４）２１３６

ひとり親世帯の小中学生を対象と
した地域の学習教室

長期間使用している家電に注意

　家に長期間使用している家電製品がありません
か。外側から分からなくても経年による劣化で、
発煙や発火などの危険な状態が起こることがあり
ます。家電製品は永久には使うことはできません。
異常があれば、すぐ使用を中止し、販売店やメー
カーに相談してください。

《家電はこまめに自己チェックしましょう》
□電源コードが破損していないか
□動きが不規則になっていないか
□異常な発熱、音やにおいなどがないか
＊問い合わせ先
　熊本県　消費生活課
　☎︎０９６（３３３）２３０８

注
意

▶日時　平成 28 年１月 10 日（日）
　　　　受付：午後１時 30 分〜
　　　　（祝典セレモニー：午後２時〜）
　　　　開式：午後２時 30 分〜
▶場所　しろやまスカイドーム
▶対象者　平成７年４月２日〜
　　　　　　　平成８年４月１日生まれの人
　◎案内状は往復ハガキにより 11 月中旬に送付
＊問い合わせ先
　社会教育センター　　☎︎（８２）２２１３

平成28年
成人式のお知らせ

成
人
式

　エイズはＨＩ V（ヒト免疫不全ウイルス）に感
染して起こる病気です。感染経路には性行為や注
射針の共用などがあります。
　水俣保健所では１年を通じて無料・匿名でＨ
Ｉ V 検査を実施しています。
▶検査日　毎週木曜日　午前９時〜午後５時
　　　　　第２・第４木曜日は午後７時まで実施
▶場所　水俣保健所
　◎採血だけの検査で短時間で終了し、結果は１
　　時間ほどでわかります。
　◎検査を受けるには事前予約が必要です。
＊問い合わせ先
　水俣保健所　☎︎（６３）４１０４

12月１日は世界エイズデー
エイズについて考えてみませんか

そ
の
他

案
内

賃
金

募
集

▶期日　次の期間内の土・日
　　　　※ 12 月 12 日、13 日を除く
　　　① 11 月 28 日（土）〜 12 月 20 日（日）、
　　　②１月９日（土）〜２月 28日（日）
▶場所　あしきた青少年の家
▶対象　家族、グループ　（小４以下は家族同伴）
▶人数　各期日 30 人程度
▶参加費　一般 1,000 円、高校生以下 900 円
　　　　　（食費、施設使用料、保険料など）
　　　　　未就学児　125 円（保険料）
　　　※選択活動により別途 150 円程度必要
▶内容　◎選択活動（ニュースポーツ、研修艇乗船、
　　　　　門松づくり、リースづくりなど）
　　　　◎バーベキュー
　　　　※②の期間は内容が変わります
▶申込期限　利用希望日の１週間前
＊申込・問い合わせ先
　熊本県立あしきた青少年の家　
　☎︎（８２）３０９２　ＦＡＸ（８２）３０９４

あしきた青少年の家「おいでおいでプラン」

　県内の８士業が一同に会する年１回の機会です。
▶日時　11 月 29 日（日）午前 10 時〜午後４時
▶場所　くまもと県民交流館パレア 10 階
　当日は電話相談も受け付けます。
　相談電話☎︎０９６（３１２）３２５０（当日のみ）
▶対応士業：弁護士、司法書士、税理士、行政書
　　　　　　士、社会保険労務士、土地家屋調査
　　　　　　士、不動産鑑定士、公認会計士
＊問い合わせ先
　熊本県弁護士会事務局
　☎︎０９６（３２５）０９１３

専門士業による無料合同相談会
あらゆる相談に専門士が対応します

相
談

お詫びと訂正
　広報あしきた 10 月号の秀岳館高校芦北・水俣チ
ャリティーコンサートのお知らせで、学校名を秀学
館と記載していました。正しくは「秀岳館」です。
お詫びして訂正します。

　くまもと農業アカデミーでは農作業の合間や外
出先で、スマートフォンやパソコンなどオンライ
ンで受講できる『鳥獣バスター養成講座』を開講
しています。
　受講料は無料ですが、動画が視聴できる端末と
視聴のための通信料などは各自負担となります。
くまもと農業アカデミー　　　検索

＊問い合わせ先
　熊本県立農業大学校
　☎︎０９６（２４８）６６００

ネットdeアカデミー
「鳥獣バスター養成講座」配信中

講
座
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高
齢
者
や
障
害
者
へ
の

虐
待
を
な
く
そ
う

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
人
や
家
族
の
サ
イ
ン
に
、
身
近
な
人
が
早
め
に
気
づ
く

こ
と
が
、
虐
待
防
止
の
第
一
歩
で
す
。

（
例
）

①
体
に
傷
や
あ
ざ
・
や
け
ど
の
跡
が
あ
る
。

②
傷
や
あ
ざ
な
ど
の
説
明
が
変
化
す
る
。

③
家
か
ら
悲
鳴
や
家
族
の
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る
。

④
体
調
が
明
ら
か
に
悪
い
状
態
で
あ
る
が
病
院
な
ど
を
受
診
し
て
い
な
い
。

⑤
体
か
ら
異
臭
が
す
る
な
ど
衛
生
状
態
が
悪
い
。

⑥
高
齢
者
が
生
活
す
る
の
に
十
分
な
収
入
が
あ
る
の
に
お
金
が
な
い
と
訴
え
る
。

⑦
介
護
し
て
い
る
家
族
が
、
介
護
が
つ
ら
い
と
体
の
不
調
を
訴
え
て
い
る
。

⑧
障
害
者
が
お
び
え
る
・
泣
く
・
叫
ぶ
な
ど
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す
。

⑨
障
害
者
が
人
目
を
避
け
部
屋
に
一
人
で
い
た
が
る
。

●
特
定
の
人
や
家
庭
、
場
所
で
は
な
く
、

　

ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。

●
虐
待
を
し
て
い
る
人
に
、
虐
待
し
て
い

　

る
認
識
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
虐
待
を
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
だ
と
認

　

識
で
き
な
い
で
、
自
分
か
ら
被
害
を
訴

　

え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

虐
待
は

▶相談日　土・日・祝日・年末年始を除く毎日
▶時　間　午前８時３０分〜午後５時　　
高齢者虐待
◎芦北町地域包括支援センター　　☎︎８６−２２７０
◎福祉課高齢者福祉係　　☎︎８２ー２５１１（内線１５２）
障害者虐待
◎芦北町障害者虐待防止センター
　福祉課障害者福祉係　　☎︎８２ー２５１１（内線１５３）

相
談
・
通
報
窓
口

　

適
切
な
介
護
の
仕
方
や
認
知
症
へ
の
対

応
が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
、
つ
い
手
を
上

げ
て
し
ま
う　
　
　
　

。

　

介
護
負
担
に
加
え
失
業
中
で
経
済
的
に

困
っ
て
い
る
な
ど
、
虐
待
の
背
景
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

虐
待
を
受
け
て
い
る
人
だ
け
で
は
な
く
、

虐
待
者
を
支
援
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

虐
待
は
身
近
に
起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
皆
さ
ん
が
自
分
自
身
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
、
虐
待
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

身体的虐待
（
例
）

●
叩
く
・
つ
ね
る

●
無
理
矢
理
食
事
を
口
に
入
れ
る

●
ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
た
り
、
薬

　

を
過
剰
に
服
薬
さ
せ
て
身
体
を

　

拘
束
す
る　

な
ど

心理的虐待
（
例
）

●
怒
鳴
る
・
の
の
し
る

●
侮
辱
を
込
め
て
子
ど
も
の
よ
う
に
扱
う

●
排
泄
の
失
敗
を
笑
っ
た
り
恥
を
か
か
せ
る

●
意
図
的
に
無
視
す
る　

な
ど

経済的虐待
（
例
）

●
日
常
的
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ

　

な
い
（
使
わ
せ
な
い
）

●
本
人
の
自
宅
等
を
本
人
に
無
断

　

で
売
却
す
る

●
年
金
や
預
貯
金
を
本
人
の
意
思

　

や
利
益
に
反
し
て
使
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど性的虐待

（
例
）

●
懲
罰
的
に
下
半
身
を
裸
に
し
て

　

放
置
す
る

●
嫌
が
る
部
分
に
触
れ
る
、
性
的

　

行
為
を
強
要
す
る　

な
ど

介護・世話の放棄、放任
（
例
）

●
食
事
を
あ
た
え
な
い

●
オ
ム
ツ
を
交
換
し
な
い

●
ゴ
ミ
を
放
置
し
て
劣
悪
な
住
環

　

境
の
中
で
生
活
さ
せ
る

●
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
理
由
も
な

　

く
利
用
さ
せ
な
い　

な
ど

こ
れ
が
虐
待
で
す

虐
待
を
防
止
す
る
に
は

●
虐
待
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

　

虐
待
の
背
景
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
あ
り
ま
す
。
虐
待
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
が
、
虐
待
を
防
止
す
る
第
一

歩
で
す
。

●
虐
待
さ
れ
る
人
と
そ
の
家
族
を
「
孤
立

さ
せ
な
い
」

　

身
近
に
介
護
し
て
い
る
人
に
気
を
配

り
、
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
声
を
か
け
た

り
す
る
「
見
守
り
」
が
虐
待
の
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

気になることがあれば、まず相談を

　虐待に気づいた人は、市町村の担当窓口へ
通報する義務があります。早めの対応や支援
が、虐待されている人だけでなく、虐待して
いる家族などがかかえる問題の解決にもつな
がります。虐待している人を見かけたり、何
か気になることがあれば、相談してください。

虐
待
の
サ
イ
ン

芦北町地域包括支援センター（きずなの里内）のスタッフ

　介護の負担を一人で抱え込んでいません
か。介護の負担を軽減するさまざまなサービ
スや制度が利用できますので、地域包括支援
センターや役場福祉課にご相談ください。

●介護している人へ

●虐待に気づいたら
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【
町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楠
原
勝
子

　
「
お
ほ
む
ら
さ
き
」

　【
第
18
回
佐
敷
城
跡
観
月
会
　
短
歌
・
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作
品
】　

《
短
歌
の
部
》

　

名
月
を
雲
に
隠
し
て
薪
能
佐
敷
の
城
に
時
は
止
ま
る　
　
　

前
田
一
洋(

人
吉
市
）

　　

名
月
も
雲
に
か
く
れ
る
芦
北
の
古
色
ゆ
か
し
く
観
月
能
か
な　

野
田
耕
作（
益
城
町
）

 

《
俳
句
の
部
》

　　

虫
の
音
も
共
に
演
じ
て
薪
能　
　
　
　

前
田
康
江（
人
吉
市
）

　

古
城
址
に
箏
の
音
床
し
観
月
会　
　
　

田
村
義
一（
水
俣
市
）　　
　
　
　
　

一
宮
洋
子

町
民
講
座
作
品
紹
介

絵
手
紙（
吉
尾
講
座
）

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

宮
内
ま
ち
子

お誕生おめでとう

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

西村　咲
さ き

希　　　９. ２９　  女　　昌朗　       小田浦３

真島　未
み れ い

怜　　１０． １　   女　　孝明　       大川内西

齊藤　明
あ き と

翔　　１０． ２　   男　　道廣　       湯浦北

益岡　郁
い く み

実　　１０． ７　   男　　洋平　       湯浦南

園田　莉
り の

乃　　１０. １４　  女　　恭平　       小田浦２

梶𠩤　旺
おうすけ

佑　　１０．１９　  男　    康弘　       西告

H27.10. １〜 10.31 受付分（敬称略）受付件数 8 件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

ご冥福をお祈りします

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　  区　

山川　一三　　　   ９．３０　　 ８３　　　湯浦南

上村　明　　　   １０． １　　  ８８　　　花岡西

藪口　スミ子　   １０． １　　  ８７　　　小田浦５

宮川　勇　　　   １０． ８　　  ９４　　　諏訪

松永　シツ子　   １０．１０　　 ９０　　　田浦町１

的場　秀樹　　   １０．１０　　 ８８　　　高岡南

勝田　文代　　   １０．１３　　 ５５　　　國見

石本　政行　　   １０．１４　　 ８５　　　田浦２

川口　サチヱ　   １０．１４　　 ７３　　　計石西

坂道　タツノ　   １０．１６　　 ９１　　　小田浦２

寺川　ミセ　　   １０．１６　　 ９６　　　宮崎

岡田　ツミ子　   １０．１８　　 ８２　　　田浦１

屋森　保　　　   １０．１９　　 ８６　　　白木

釡　悟　　　　   １０．１９　　 ７４　　　湯浦南

大矢　タケヲ　   １０. １９　　 ９０　　　福浦

白濱　行義　　   １０. ２３　　 ９７　　　湯南団地   

元山　トミエ　   １０．３０　　 ９８　　　小田浦２

H27.10. １〜 10.31 受付分（敬称略）受付件数 27 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。

編
　
集
　
後
　
記　

▼
立
冬
を
過
ぎ
暦
の
上
で
は
新
し

い
季
節
が
始
ま
り
ま
し
た
。
気
象

庁
の
１
カ
月
予
報
で
は
平
年
よ
り

気
温
が
高
い
日
が
多
い
予
想
と
な

っ
て
い
て
、
九
州
に
冬
の
足
音
が

聞
こ
え
て
く
る
の
は
も
う
少
し
先

に
な
り
そ
う
で
す
。
秋
は
食
べ
物

も
お
い
し
く
、
過
ご
し
や
す
い
気

候
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
の
秋
も

イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し
で
、
ゆ
っ
く

り
と
秋
を
楽
し
む
余
裕
が
な
か
っ

た
の
で
、
秋
に
も
う
し
ば
ら
く
居

座
っ
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
）

▼
海
の
幸
が
豊
富
な
芦
北
町
で
す

が
、
皆
さ
ん
は
ご
自
分
で
魚
を
さ

ば
き
ま
す
か
？
先
日
カ
マ
ス

（
魚
）
を
い
た
だ
い
た
の
で
珍
し

く
包
丁
を
握
り
、
魚
の
開
き
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
難
し
い
と

思
っ
て
い
た
魚
の
開
き
に
な
ん
と

か
成
功
。
新
鮮
で
美
味
し
い
魚
が
、

「
自
分
が
さ
ば
い
た
」
と
い
う
こ

と
で
さ
ら
に
美
味
し
く
思
え
て
、

不
思
議
な
も
の
で
「
料
理
を
し
よ

う
」
と
い
う
意
欲
ま
で
湧
い
て
き

ま
し
た(

笑)

。
は
じ
め
か
ら

「
で
き
な
い
」
で
は
な
く
、
何
事

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
も
の
で

す
ね
！　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ギ
）

「
七
夕
文
様
帷か

た
び
ら子
」
再
現
作
品
を
披
露
後
藤
順
子
さ
ん
「
棚
の
機は

た
や屋
展
」
で

衛藤 満
ま つ え

津衛さん（湯浦南）

　衛藤満津衛さんが 10 月 23 日、100 歳の誕生日
を迎え、竹﨑町長から長寿慶祝金が手渡されました。
　衛藤さんに長生きの秘訣を尋ねると「信仰のおか
げです」と話されました。好きな食べ物は牛肉とい
うことで、肉を食べることも元気の源になっている
ようです。最近腰を痛めてしまったそうですが「リ
ハビリを頑張って元気になります」と意欲あるお返
事をいただきました。
　町内の 100 歳以上の高齢者は衛藤さんで 21 人目
となりました。（11 月１日現在）

芦北町老人クラブ連合会 
全国老人クラブ大会で表彰

芦北町老人クラブ連合会の永田会長（写真左から 3 人目）
と会員の皆さん

後藤順子さんと完成作品
　

後
藤
順
子
さ
ん
が
古
石
地
区
で
3

年
を
か
け
て
手て

う績
み
し
た
糸
を
使
っ

た
「
七
夕
文
様
帷
子
」
が
完
成
し
、

10
月
16
日
、
農
家
民
宿
「
縁
（
え
に

し
）」
で
行
わ
れ
た
棚
の
機
屋
展
で

お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。（
２
０
１

４
年
7
月
号
に
制
作
中
の
様
子
を
掲

載
）

　

七
夕
文
様
帷
子
は
江
戸
時
代
に
つ

く
ら
れ
、
京
都
国
立
博
物
館
が
所
蔵

し
て
い
る
も
の
で
、
後
藤
さ
ん
は
こ

れ
の
再
現
に
挑
み
ま
し
た
。

祝 100 歳おめでとうございます

　

後
藤
さ
ん
は
福
島
県
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
上
布
原
料
の
苧ち
ょ
ま麻
（
か
ら
む

し
）
を
取
り
寄
せ
、
繊
維
を
爪
で
限

り
な
く
細
く
裂
い
て
糸
を
手
績
み
し

ま
し
た
。
そ
の
糸
で
反
物
を
織
り
上

げ
、
友
禅
作
家
の
高
橋
裕
博
さ
ん
が

友
禅
染
め
を
施
し
、
4
年
3
カ
月
を

か
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

後
藤
さ
ん
は
「
今
後
、
東
京
な
ど

で
も
展
示
し
、
上
布
の
よ
さ
を
多
く

の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。　

　芦北町老人クラブ連合会（永田功会長）が活発な取
り組みを評価され、10 月 28 日、29 日の全国大会で
全国老人クラブ連合会長から表彰されました。
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今
回
の
企
画
展
で
は
富
弘
さ
ん
の
詩
画
と
Ｊ
Ａ
Ｆ
広

報
誌
の
連
載
「
風
の
詩
」
で
発
表
さ
れ
た
投
語
・
答
語

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
21
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
き
ず
な
の
里
で
、

芦
北
町
合
併
10
周
年
記
念
「
星
野
富
弘
の
合
唱
曲
と
舘

内
端
講
演
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
高
校
時
代
か
ら
の
親

友
か
ら
み
た
、
星
野
富
弘
さ
ん
の
素
顔
を
ぜ
ひ
お
聞
き

く
だ
さ
い
！

1947 年群馬県桐生市に生まれる。群馬県立桐
生高等学校に入学し星野富弘さんと出会う。日
本大学理工学部卒。東京大学宇宙航空研究所勤
務の後、レーシングカーの エンジニアとして
活躍する。1994 年、電気自動車の市民団体「日
本ＥＶクラブ」設立。1998 年、この活動が認
められ、環境大臣より表彰される。2009 年、
電気自動車で東京～大阪途中無充電走行の世界
記録達成。

　
　

今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
は

　

ま
さ
か
ま
さ
か
と
い
う
感
じ
で
す
。
制

作
中
は
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か

と
不
安
で
し
た
が
、
評
価
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
制
作
に
は
４
カ
月
く
ら
い
か
か

り
ま
す
。
公
募
展
の
締
め
切
り
ま
で
に
提

出
す
る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。

　

両
親
を
支
え
る
た
め
に
夫
と
と
も
に
10

年
前
に
実
家
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
夫
の

理
解
も
あ
り
介
護
を
し
な
が
ら
月
に
3
回

熊
本
市
の
絵
画
教
室
に
通
い
ま
し
た
。
絵

を
描
い
て
い
る
と
無
心
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
ス
ト
レ
ス
の
発
散
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　

ご
家
族
や
周
囲
の
反
応
は

　

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
特
に
母

は
自
分
が
モ
デ
ル
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

描
い
て
い
る
と
き
か
ら
気
に
か
け
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
喜
ん
で
く
だ

さ
っ
た
の
で
そ
れ
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
で

す
。

黒
木
幹
子
さ
ん

　
　
　
（
湯
浦
北
）

公
募
展
「
く
ま
も
と
『
描
く
力
』」

部
門
ト
ッ
プ
の
「
ふ
る
さ
と
賞
」
に
輝
く

「
こ
と
ば
と
心
の
へ
ぼ
将
棋
」
星
野
富
弘
と
舘
内
端
展

◯ 

期
間　

２
月
７
日
㈰
ま
で

◯ 

開
館
時
間　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

◯ 

休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館
☎
（
８
６
）
１
６
０
０

美
術
館
だ
よ
り
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２
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１
５
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（
再

生
紙

使
用

）

自動車評論家、エンジニア

舘内　端
（たてうち ただし）

　

熊
日
美
術
公
募
展
「
く
ま
も
と
『
描

く
力
』」
の
ふ
る
さ
と
部
門
で
ト
ッ
プ

の
ふ
る
さ
と
賞
に
黒
木
幹
子
さ
ん
の

「
日
影
を
求
め
て
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

黒
木
さ
ん
は
一
昨
年
の
熊
日
女
性
絵
画

展
の
グ
ラ
ン
プ
リ
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
入
賞
作
品
は
11
月
25
日
～
12

月
6
日
、
熊
本
市
の
県
立
美
術
館
分
館

で
展
示
さ
れ
ま
す
。

岡
田
尚
大
さ
ん

和
歌
山
国
体
で
準
優
勝

ボ
ク
シ
ン
グ

　
少
年
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

　
　

ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

　

も
と
も
と
格
闘
技
が
好
き
で
兄
に
勧
め

ら
れ
た
の
も
あ
り
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　
　

ボ
ク
シ
ン
グ
の
楽
し
さ
、
面
白
さ
は

　

闘
争
心
を
む
き
出
し
で
打
ち
合
い
ま
す

が
、
自
分
の
気
持
ち
が
目
に
見
え
て
は
っ

き
り
わ
か
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

今
後
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
試
合
に

臨
み
た
い
で
す
か

　

い
つ
も
通
り
、
い
い
緊
張
感
で
臨
み
た

い
で
す
。
次
の
大
会
ま
で
し
っ
か
り
練
習

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

来
年
の
目
標
は

　

日
本
一
で
す
。

（
九
州
学
院
高
2
年
）

interview

interview


